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道徳の教科書を一足先に見てきました。 
　小学校では来年度から、中学校では再来年度からこれまで週１時間おこなわれ
てきた「道徳」の時間が「特別の教科　道徳」に変わります。これまでも道徳性
を養うことを目的に実施されてきていたのですが、いじめ問題の深刻化を機に、
これまで以上に命の大切さをしっかりと学ぼうという方針が打ち出され、特別の
教科となることが決まりました。そのため、来年度から「教科書」が使われるこ
ととなったのです。 
　先日、といっても夏の話ですが、来年度から小学校で使われることになる道徳
の教科書を見てきました。その際に当会としての関心ごとである「持続可能な社
会の作り手」を育てるためのESDの取り扱いについてもチェックしてきました。 
結論から先にいうと、８社の教科書を見てきましたが、それぞれ違いはあれども
なんらかの形でESDについて触れられていました。 
　例えば、「これはESDのための教材ですよ」と吹き出しではっきりと書かれて
いるものもあれば、「持続可能な社会とは」というページを設けて、その定義と
実現のための様々な工夫や取り組みが掲載されているものなどです。 
　道徳の教科化にあたって注目されている「考え、議論する」というキーワード
ですが、まさに ESDのキーワードそのものといっても過言ではないですね。 
　今後の展開から目を離せません。 
 
【イベント情報】　モヤモヤわーくしょっぷ２「いろんなファシリテーション」 

日時：11月25日（土） 
         12:30～15:00 
場所：福岡市国際会館 
　　　４階　談話室 
参加費：無料 

世界のミカタイムズ

国や地域によって全然違う「英語」に果たして「正解」なんてあるのでしょうか？

発行：学校から世界のミカタを考える会

学校から世界のミカタを考える会

　ワークショップの実施経験があまりないファシリテーターの練習の場
として、あるいはどこかで受けたワークショップで感じたモヤモヤを改
善するための試験場として実施するのがこのモヤモヤわーくしょっぷ。  
　不思議と普通の研修やワークショップ以上に学びがあります。 
　今回は板書などにも通じる「ファシリテーショングラフィック」と、
関係づくりの対話スキルとしても知られる「メタファシリテーション」
の二つを取り上げて参加者同士で学び合いをします。 
　　　　　チラシのデータや申し込みは左のQRコードからどうぞ。 
　　　　　ホームページやFacebookからも申し込みいただけます。
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世界のミカタイムズ

ファシリテーションって何？（その８） 
合意形成スキル、発散から収束へ。

　ちなつママの　　　　　
グローバル子育て日記

教えてちょっとだけ！

国際理解教育入門

街全体が世界遺産。 
生活している人にとっては日常です。 
拡大した画像はホームページにあります。
バックナンバーと合わせてどうぞ。　　　　
「世界のミカタを考える会」で検索！

今月の写真 
　　ここはどこでしょう？

　今回は、最後のステップ＜合意形成＞についてです。 
　合意形成はほとんどの場合、何かしらの対立を解消した先
にあります。その場に居合わせている誰もが「それでいいよ」
なんていう決まり方をした場合、おそらくそこに合意形成が
されておらず、後日誰かが「実は私は反対だった…」なんて
言い出すのがオチでしょう。 
　だから、合意形成の場面においてなんの対立もなく、意見
が出てこないような時は、ファシリテーターが意図的に対立
を作り出すことも必要です。 
　ところで、対立解消の３つのパターンはご存知ですか？ 
　対立はどんなものであっても「回避」「競合」「協調」の
いずれかの方法で解消されます。 
　「回避」というのはそもそも対立している問題自体を避け
たり、先送りにするような解消方法です。具体的には「この
問題について議論するのはやめよう」といったものです。 
　「競合」はその名の通り勝ち負けで決める方法です。例え
ば「多数決で決めましょう」のようなものもこれです。 
　最後に残った「協調」ですが、これがファシリテーション
の場において目指すべきゴールです。「回避」「競合」によ
る解決は不満を残して対立が解消されますが、「協調」によ
る解決はそれぞれが納得する場所を探り対立を解消するため
敗者が存在せず、前者の二つに比べるとわだかまりを残しま
せん。いわゆるwin-winの解決策などと呼ばれるものです。 
　次回は、協調的な対立解消について、もう少しだけ詳しく
取り上げて考えたいと思います。

　子どもとスマホ…二歳半になる娘は最近 
アンパンマンがお気に入り。スマホを渡して 
動画を見始めるとなかなか止められません。 
　テレビを見ていたら二歳ぐらいの子どもが親
のスマホの使い方をマスターし、パスワードの
入力方法まで覚え、アプリを起動していました。
情報機器の取り扱いを早々にマスターしてす
ごいね！と素直に喜べる話ではないですよね。 
　しかし、「小さい頃からスマホをいじって動画
ばっかり見てけしからん！」と言っているその
手にもスマホがあったり、なんならついさっき
までいじったりしてませんでしたか？ 
　とりあえず、大人である私たちの行動から見
直さないといけないのかもしれませんね。


